
　クマの被害に遭わないために

クマの被害に遭わないために①

■朝夕や霧が出ている時の入山はできるだけ避けましょう。

入山時の注意

■事前に県・市町村のHPを確認し、目撃情報等の多い山は避け、

   入山時には通行者の多い登山道を利用しましょう。

■子グマを見つけたらすぐその場を離れましょう。

　(親グマが近くにいる可能性があります。)

■食品を持ち込む時はきちんと管理し、

   ゴミは持ち帰りましょう。

■鈴、笛、ラジオなど音のするものを身につけ、人間の存在を

　 常に知らせるようにしましょう。

山梨県にはツキノワグマが生息しています。

■登山や山菜狩り等で山に入るときには、
クマに遭遇しないよう注意が必要です。

■人家にクマを寄せ付けないよう注意が
必要です。

クマと遭遇してしまったら… ①あわてず、急な動作をせずに静かにその場
を立ち去りましょう。

②大声で叫んだり、石や棒を投げることは
避けましょう。

③近距離で遭遇した場合は、ゆっくりとクマ
を見つつ後退しましょう。背を見せると
クマに襲われる可能性があります。

※川や渓流等の周辺の音が聞こえづらい
場所では、常に周囲への注意が必要です。



クマの被害に遭わないために②

人家にクマを引き寄せないために

 山梨県 森林環境部 自然共生推進課

■果物・野菜を屋外に放置しないでください。

■ぬか漬けなどの発酵食品・ペンキ・ガソリンなどの

　 匂いの強いものを屋外に置かないでください。

■定期的な草刈りで見通しの良い環境を

　 作りましょう。

環境省自然環境局HP「クマ類の出没対応マニュアル-改訂版-」
ツキノワグマの出没対応について、より詳しくご確認いただけます。

・クマの被害を減らし、人家に引き寄せない環境の維持へのご協力を
お願いいたします。

・県⺠の皆様の適切な対応で、人とクマの共生を図っていきましょう。

・発酵食品、肥料、塗料、燃料等の「匂いの強い」
ものはクマを引き寄せます。
物置などの屋内に保管しましょう。

・屋外に放置された果物や野菜は、クマを引き寄せます。
落下した果実や野菜くずを放置しないようにしましょう。

・不要な果樹は伐採しましょう。
・ペットフードの放置にも注意してください。

自然共生推進課HP「ツキノワグマ出没に対する注意について」
県内のツキノワグマの出没情報等について随時更新しております。入山前には是非確認ください。

クマを誘う物を除去しましょう。

県⺠の皆様へ

・人とクマの生活圏を区別しましょう。


